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１．教育を考える一言 
怒ってもしょうがないと思う人には何も言わない。怒られているならまだマシだ。期待してい
ないのなら怒ることすらしない。 
 
２．背景 
この言葉は私が小学校に入学する前に空手の先生に言われた言葉です。当時、空手の練習は週
２回、夜に３時間ほどありました。夏はとても熱く、冬は寒い中での練習でした。小学校に入学
する前の私にとってその中での練習は苦痛であり、先生には毎回のように怒られていました。正
直、練習に行きたくない、こんなに怒られるのなら早く辞めてしまいたいと考えていました。そ
んなある日、先生からこの言葉を頂きました。聞いた時点ではよく意味も分からず嫌な思いをし
ていたのを覚えています。それから嫌々ながら練習を続けていき、小さいながら何かしらの賞を
貰えるようになりました。そのうちに、私は空手が楽しいと感じるようになりました。賞をとっ
た際には先生は、「おめでとう、がんばったな」と一言声をかけて下さりました。そのときにこの
言葉を思い出しました。 
 
３．考察 
現代の学校教育において問題行動を起こす児童や生徒に対し、教師が「どうせあいつは」と思
うことが多々存在するように思えます。そのことは教師が無意識に生徒の限界を設定し、生徒の
可能性を否定してしまっているのです。私はそれを残念に思います。教師こそが、生徒の可能性
を信じねばならない存在なのではないかと考えているからです。小さいころ空手が嫌いで練習を
サボってばかりだった私は、正直「どうせあいつは」と言われる子どもであったと感じます。そ
んな私が空手を好きになり、練習をするようになるということは自他ともに想像もできなかった
と思います。それは、そんな私を信じ熱心に指導してくださった先生のおかげであると実感して
います。 
児童や生徒は日常から多くの刺激を受け、変化や成長をしやすい存在です。その生徒を指導す
る教師こそ児童や生徒を信じる必要があるのです。教育実習でも感じたのですが、児童や生徒は
教師からの言葉よりも、教師の態度や場の空気といった目に見えないものから多くのことを学び、
成長していきます。 
教師が無意識のうちに児童や生徒の可能性を定めてしまうことは児童や生徒にも伝わり、成長
する「伸びしろ」というものを狭めてしまうのであると考えます。児童や生徒を教育する立場に
ある教師こそ、教育に対してあきらめない姿勢を持つことが必要となってくると信じています。
生徒がどのように変化するのかは教師が決めるのではなく、生徒自身が決めることだからです。 
  
